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※
各
議
員
の
一
般
質
問
は
２
月
号
に

　
掲
載
し
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
は
11
月
29
日
か
ら
12
月

17
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
補
正

予
算
案
お
よ
び
条
例
案
等
あ
わ
せ
て
24

件
の
議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し

た
。 12

月
定
例
会
概
要

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、
各
常

任
委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の

審
査
結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
請
願
の
委
員
会
審
査
結
果
報

告
に
つ
い
て
は
、「
請
願
第
４
号
新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
給
悪
化
の
改
善

と
米
価
下
落
の
歯
止
め
策
を
求
め
る
請

願
」
は
委
員
会
に
お
い
て
趣
旨
採
択
、

「
請
願
第
５
号
『
へ
き
地
教
育
振
興
法

に
鑑
み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近

隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
』
を
長

野
県
知
事
に
求
め
る
請
願
」
は
委
員
会

に
お
い
て
不
採
択
、「
請
願
第
６
号
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
の
実
現
を
求
め
る

請
願
」
は
委
員
会
に
お
い
て
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
け
る
採

決
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
委

員
長
報
告
の
と
お
り
と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
を
求

め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。　

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
穏
や
か
な
初
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生

以
来
３
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
収
束
の
兆
し
は
な
か
な
か
見
え

て
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
次
々
と

変
異
株
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
昨
年
は
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
、
み
ゆ
き
野
青
年
会
議
所
お
よ

び
飯
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ

ま
と
意
見
交
換
会
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
交
換
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
の
中

に
は
12
月
定
例
会
一
般
質
問
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
本
年
は
改

選
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
可
能
で
あ
れ
ば

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
団
体
の
皆
さ
ま
に

あ
っ
て
は
、
議
員
ま
た
は
議
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
年
頭
に
お
約
束
し
た

よ
う
に
、
３
月
定
例
会
か
ら
は
一
般
質
問

の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
ｉ
ネ
ッ

ト
で
の
放
映
を
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
方

は
、
是
非
と
も
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て
ご
都

合
の
良
い
時
間
に
ご
覧
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
今
ま
で
以
上
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
議
会
か
ら
の
情
報
発
信
を
強
く

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
年

も
「
個
々
の
議
員
と
し
て
の
質
の
向
上
」

と
「
意
見
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
全
員
が

議
会
と
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
」
を
全
議

員
に
お
願
い
し
て
参
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
き
一
年
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
の
収
束
を

祈
念
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ議長　渋川芳三

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。
＊「欠」は欠席。

賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　　●＝反対

　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆 緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西

澤
一
彦

山

﨑
一
郎

飯

田

健
一

松

本

淳
一

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

石
田
克
男

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治議案等名 会議・採決の種類

139 工事請負契約の締結について
委員会 原　案 ― ― 長 ○ ○ ● ― ○ ― ― ― ○ ― 欠 可　決

本会議 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

請願
４

新型コロナ禍による米の需給悪
化の改善と米価下落の歯止め策
を求める請願

委員会
採　択 ― ― 長 ● ● ○ ― ○ ― ― ― ● ― 欠

趣旨採択
趣旨採択 ― ― 長 ○ ○ ● ― ● ― ― ― ○ ― 欠

本会議 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

請願
５

「へき地教育振興法に鑑み、へき
地手当等支給率を近隣県並みの
水準に戻すこと」を長野県知事
に求める請願

委員会
継続審査 長 ● ― ― ― ― ● ― ● ○ ● ― ● ―

不採択
採　択 長 ● ― ― ― ― ○ ― ○ ● ● ― ● ―

本会議 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 不採択

請願
６
補聴器購入助成制度の実現を求め
る請願

委員会
採　択 ― ― 長 ● ● ● ― ○ ― ― ― ● ― 欠

継続審査
継続審査 ― ― 長 ○ ○ ○ ― ● ― ― ― ○ ― 欠

本会議 継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 継続審査

会派名
・
議員名

【補正予算案13件】
◇令和３年度　飯山市一般会計（2件）・各特別会
　計（10件）・水道事業会計補正予算
【条例案8件】
◇飯山市基金条例の一部を改正する条例
◇飯山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
　る基準を定める条例の一部を改正する条例
◇飯山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
　業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
　する条例
◇飯山市国民健康保険条例の一部を改正する条例
◇飯山市北陸新幹線飯山駅周辺地区における商業
　施設等の立地の促進に関する条例の一部を改正
　する条例
◇飯山市宿泊施設活用促進条例の一部を改正する条例

◇飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正する条例
◇飯山市移住定住促進住宅条例の一部を改正する条例
【事件案３件】
◇指定管理者の指定について
◇市道路線の変更について
◇工事請負契約の締結について
【請願３件】
◇新型コロナ禍による米の需給悪化の改善と米価下落
　の歯止め策を求める請願
◇「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を
　近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求め
　る請願
◇補聴器購入助成制度の実現を求める請願
【意見書１件】
◇ シルバー人材センターに対する支援を求める意見書

 ◆　令和3年 12月定例会で審議された議案等　◆

※　本会議の採決は、委員長報告について諮っています。
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常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

◎
企
画
財
政
課

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
い

つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。
飯
山
市
で
は

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
く

の
か
。
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

　
　
こ
の
制
度
は
平
成
28
年
か
ら
始
ま

り
、
令
和
２
年
の
制
度
改
正
で
制
度
が

５
年
間
延
長
さ
れ
た
と
き
に
認
定
手
続

き
が
簡
素
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
飯
山

市
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
年

１
社
か
ら
３
０
０
万
円
の
納
税
を
い
た

だ
い
た
。
今
後
は
、市
内
に
工
場
が
あ
り
、

本
社
が
市
外
に
あ
る
企
業
に
も
話
を
さ

◎
商
工
観
光
課

　
　
本
議
案
は
工
事
請
負
契
約
の
締
結

で
あ
る
が
、
道
の
駅
拡
張
事
業
を
進
め

る
う
え
で
、
当
初
８
億
円
と
し
て
い
た
建

設
費
が
14
億
円
と
な
る
増
額
の
要
因
は
。

　
　
本
議
案
は
令
和
３・４
年
度
道
の
駅

拡
張
整
備
事
業
農
業
観
光
振
興
拠
点
施

設
建
築
工
事
の
契
約
の
締
結
で
、
契
約

金
額
５
億
８
３
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
既

決
予
算
の
債
務
負
担
６
億
９
３
０
０
万

円
の
範
囲
内
で
の
契
約
と
な
る
。
全
体

事
業
費
増
の
主
な
要
因
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
過
去
事
例
を
も
と
に
面
積
あ

た
り
の
概
算
で
算
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
項
目
別
に
増
額
要
因
を
算
出
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
面
積
単

価
や
構
造
な
ど
相
互
に
密
接
に
関
係
す

る
こ
と
か
ら
も
、
同
様
に
区
分
け
し
て
費

用
の
増
加
を
算
定
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
雪
対
策
（
木
↓
鉄
、
基
礎
）
に
か

か
る
費
用
で
２
億
８
０
０
０
万
円
、
コ
ロ

ナ
対
策
（
面
積
増
）
に
か
か
る
費
用
で

１
億
８
０
０
０
万
円
、
資
材
の
高
騰
に

か
か
る
費
用
で
１
億
４
０
０
０
万
円
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
合
計
が
６
億
円
で
あ
り
増

額
要
因
と
し
て
の
概
算
の
計
算
と
な
る
。

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
【
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
】
保

育
室
に
先
行
し
て
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し

た
が
、
常
盤
保
育
園
と
瑞
穂
保
育
園
の

給
食
室
へ
の
設
置
で
、
す
べ
て
の
保
育

園
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が
完
了
す
る
の
か
。

　
　
こ
の
２
園
の
整
備
で
全
て
の
保
育

園
に
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
る
。
元
々
設

置
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
が
古
く
な
り
老

朽
化
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
順
次
更

新
を
行
う
。

　
　
【
小
学
校
管
理
事
業
・
中
学
校
管

理
事
業
】
小
中
学
校
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
分
析

調
査
と
は
ど
う
い
う
内
容
か
。

　
　
学
校
の
高
圧
受
電
の
変
圧
器
や
コ

ン
デ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
毒
性
の
あ
る
Ｐ
Ｃ

Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
の
有
無
に

つ
い
て
の
検
査
を
行
う
も
の
。
検
査
の
結

果
、
高
濃
度
の
場
合
は
令
和
３
年
度
で

処
分
、
低
濃
度
の
場
合
は
令
和
９
年
度

ま
で
に
処
分
す
る
と
い
う
も
の
。

◎
保
健
福
祉
課

　
　
【
飯
山
市
福
祉
灯
油
代
支
援
事
業
】

飯
山
市
は
灯
油
券
で
は
な
く
現
金
支
給

と
し
て
い
る
が
、
現
金
で
の
支
給
な
ら

ば
、
別
に
灯
油
に
使
用
し
な
く
て
も
い

い
の
か
。
い
つ
現
金
が
配
ら
れ
る
の
か
。

　
　
か
ね
て
よ
り
福
祉
灯
油
代
は
、
灯

油
高
騰
の
補
助
を
行
う
と
の
考
え
で
、

あ
く
ま
で
灯
油
代
を
限
定
と
し
て
い
る
。

時
期
は
12
月
下
旬
に
民
生
委
員
へ
依
頼

し
、
該
当
世
帯
に
申
請
書
を
配
布
す
る
。

１
月
末
を
一
区
切
り
と
し
て
申
請
書
の
回

収
を
行
い
、
給
付
は
２
月
か
ら
口
座
振

込
を
予
定
し
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

問

議
案
第
１
３
９
号　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

産
業
民
生
常
任
委
員
会

議
案
第
１
２
８
号　
飯
山
市
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

答

答

問答

問

問

問

答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
案
第
１
１
６
号　
令
和
３
年
度
飯

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

議
案
第
１
３
８
号　
令
和
３
年
度
飯

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
【
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
】
国
は
10
万
円
の
現
金
給

付
で
も
い
い
と
い
う
よ
う
に
新
聞
に
も

出
て
い
た
が
年
内
に
支
給
で
き
る
の
か
。

　
　
国
で
支
給
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
は
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
年
内
に

５
万
円
を
振
り
込
み
、
高
校
生
（
18
歳

以
下
）
の
み
を
養
育
す
る
世
帯
や
、
公

務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
口
座
情
報
等
を

申
請
い
た
だ
い
た
上
で
年
明
け
後
の
支

給
を
予
定
し
て
い
る
が
、
今
後
変
更
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

問

答

答

予算決算常任委員会審査の様子

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
飯
山
市
議
会
閉
会
後
、
国
の
補
正
予

算
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
飯
山
市
で

は
、
児
童
手
当
受
給
者
に
は
申
請
不
要

で
令
和
３
年
12
月
27
日
に
児
童
１
人
あ

た
り
10
万
円
を
現
金
で
一
括
給
付
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
が
必
要
な
方

に
は
、
令
和
４
年
１
月
以
降
に
現
金
で

一
括
給
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　飯山市議会では一般質問を行う議員は、正確な答
弁を得るために発言の要旨を記載した発言通告書を
議長に提出することと定めています。
　しかし、今定例会において発言通告に沿わない事
柄について質問を行い、議長からの再三の注意にも
関わらず発言を続けたことから、議長の職権で発言
のほとんどを取り消すという事態が生じました。
　直後の議会運営委員会において「一般質問を行う
際は論点を明確にし、正確な答弁を期すことから、
あらかじめ具体的に通告すること」を再確認し、各
議員に周知を図りました。
　なお、今後同様の事が起きた場合には、厳正な処
分もあり得るということを各議員へ徹底しました。

☆受信方法は
〇飯山市議会ホームページ　
　本会議動画配信ページから
〇YouTube
　「飯山市議会」チャンネルから

こちらのQRコードから→

県議会正副議長へ陳情書を手渡しました
（左）清水県副議長、（中央）宮本県議長、

（右）渋川会長

　
11
月
18
日
、
本
協
議
会
並
び
に
県

議
会
豪
雪
地
帯
対
策
促
進
議
員
連
盟

合
同
で
阿
部
県
知
事
へ
の
要
望
と
宮

本
県
議
会
議
長
へ
陳
情
を
行
い
ま
し

た
。（
要
望
・
陳
情
の
主
な
内
容
は
次

に
記
載
の
と
お
り
）

●
道
路
等
整
備
の
推
進

特
別
豪
雪
地
帯
に
暮
ら
す
地
域
住

民
が
安
全
に
過
ご
し
、
観
光
客
が
安

心
し
て
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

道
路
改
良
、
除
雪
体
制
の
強
化
等
、

良
好
な
道
路
環
境
づ
く
り
の
一
層
の

推
進
を
。

●
除
雪
支
援
制
度
の
拡
充

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
除

排
雪
に
関
す
る
制
度
の
充
実
は
、
特

別
豪
雪
地
帯
の
地
域
と
暮
ら
し
を

守
る
重
要
な
支
え
。
降
雪
の
な
い
地

帯
と
の
生
活
環
境
の
格
差
を
抑
え

る
た
め
に
柔
軟
な
制
度
の
拡
充
を
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

※
陳
情
に
つ
い
て
は
、
県
議
会
12
月

定
例
会
に
お
い
て
全
て
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

「
特
別
豪
雪
地
帯
で
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
求
め
て
」

県議会議員連盟および特豪協議会の会員とともに
渋川会長から阿部知事へ要望書を手渡しました

長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会
( 構成 ) 飯山市・信濃町・山ノ内町・小谷村・長野市・栄村・白馬村・高山村・木島平村・野沢温泉村

チャンネル登録お願いします!!!

◎
阿
部
知
事
へ
要
望
・
宮
本
県
議
会
議
長
へ
陳
情

本会議動画配信
お 知 ら せ

一般質問の事前通告制を再確認し
全議員へ周知徹底しました


